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３
月
定
例
会

　3月定例会において、平成29年度一般会

計予算189億8400万円、特別会計予算約95

億4900万円が可決されました。開会日には

村長の施政方針が行われ、新年度新規事業

として、「とうかい版ネウボラ実現事業」「と

うかいまるごと博物館実施事業」「東海村農

業振興計画の推進事業」を含む21の新規事

業が予算化されました。

　重点施策のひとつである（仮称）歴史と

　　　

議案第２１号 平成２９年度東海村一般会計予算に対する付帯決議について

●付帯決議案抜粋
　このたびの、平成２９年度一般会計予算には、(仮称)歴史と未来
の交流館建設に係る実施設計委託料７,４００万円を計上している。
　しかしながら、工事完成後の管理運営計画の骨子等について未だ
示されておらず、不明な点が多々ある。また、村民からは施設の必
要性や建設コスト等について疑問視する声も聞かれる状況である。
　よって、平成２９年度東海村一般会計予算の執行にあたっては、
下記事項に十分留意して取り組むよう強く求めるものである。

１．(仮称)歴史と未来の交流館建設について、引き続き住民説明会
などを開催し、広く村民の理解を得るよう努めること。

２．当初予算に計上された交流館建設に関する実施設計委託料
７,４００万円については、施設の管理運営計画を取りまとめ、広
く村民の理解を得たうえで、予算執行すること。

未来の交流館建設事業の実施設計業務委託

料として7400万円が計上されました。

　これに対し、住民の理解が得られていな

いとして、上記委託料7400万円を削除する

趣旨の修正動議が光風会２名の議員より出

されましたが、賛成少数で否決されました。

さらに、新政とうかい２名の議員より議会

の意思を表明する付帯決議案の動議が出さ

れ、全会一致で可決されました。（下記参照）

交流館建設さらに説明を

付帯決 議を 全 会 一 致

動議とは
動議とは、会議の進行
や手続きに対して議員
が提案を行うことで
す。今回行われた修正
動議とは、原案の内容
の変更を求め、修正案
を添えて提出されるも
ので、法的拘束力を持
つものです。

付帯決議とは
付帯決議とは、議会が
議案に対して採決する
際に可決否決では言い
表せない意思を表明す
ることです。行政に対
しては、道義的なもの
であり、法的拘束力は
持たないものです。
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３
月
定
例
会

　高齢化の進行により、農業の担い手が不足し
耕作していない農地が増加している。意欲ある
生産者の経営強化や多様な担い手の確保・育成
等を促進するため、国が実施する支援制度の活
用とともに、集落・地域等での話し合いを持ち、
地域ごとの問題点を洗い出し、対策を考えてい
く独自の事業を実施しています。農業問題は環
境の視点からも大切な問題であり、議会として
も取り組みを注視していきます。

・「人・農地プラン」の策定と産地体制強化
・地産地消の拡大
・農道や水路等の適切な維持管理

　議会で主張してきた子育て支援策のひとつである安心して妊娠・出産・子育てができる「子育てに
優しいまち」の実現に向けて、「とうかい版ネウボラ」がスタートします。ワンストップ拠点となる「子
育て世代包括支援センター」を設置し、「母子保健コーディネーター」、各中学校区を担当する「マイ
保健師」を配置します。お母さん一人ひとりと丁寧に関わることで、より一層の切れ目のない支援に
取り組んでいきます。

・とうかい版※ネウボラ
・産後ママあんしんケア
・病児・病後児施設整備

　※ネウボラとは、フィンランドにおける、子どもと
　　その家族を支援する公的施設のこと。

新規・重点事業はじまる

切れ目のない包括的な子育て環境づくり

地域農業の在り方について支援

親子のふれあいを大切に

ネウボラとは、フィンランド語で
「アドバイスの場」ということです。

病児保育施設が東海病院に併設予定

生産者の生の声に耳を傾ける
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無
会
派　
　
　大

名
美
恵
子 

議
員

　

手
当
一
つ
一
つ
に
は
、
支
給
し
て
き

た
経
緯
と
位
置
付
け
、
重
視
す
べ
き
歴

史
が
あ
り
、
簡
単
に
廃
止
や
見
直
し
が

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
村
が
国
の
言

い
な
り
に
そ
の
前
提
を
崩
し
た
見
直
し

は
容
認
で
き
な
い
。

　

豊
創
会　
　
　阿

部　

功
志 

議
員

　

魅
力
あ
る
施
設
だ
が
、
将
来
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
い
ま
だ
思
い
描
け
な
い
。
住

民
か
ら
は
箱
モ
ノ
行
政
へ
の
厳
し
い
声

も
あ
り
、
よ
り
説
得
力
あ
る
運
営
指
針

が
示
さ
れ
る
べ
き
。
そ
れ
が
曖
昧
な
ま

ま
既
成
事
実
を
積
み
重
ね
る
形
で
後
戻

り
し
に
く
い
現
状
に
疑
問
を
抱
く
。

　

　

無
会
派

清
宮　

寿
子 

議
員

　

特
殊
な
技
能
に
対
し
、
定
額
を
月
単

位
で
支
払
う
こ
と
は
、
優
秀
な
人
材
を

確
保
す
る
た
め
に
、
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
今
回
の
改
正
は
、
労
働
の
切
り
売

り
と
な
り
、
主
体
的
に
仕
事
に
取
り
組

む
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、

反
対
で
あ
る
。

　

　

無
会
派

大
名
美
恵
子 

議
員

　

法
人
村
民
税
の
一
部
国
税
化
・
交
付

税
財
源
化
は
、
地
方
消
費
税
に
よ
る
自

治
体
間
の
格
差
是
正
を
名
目
と
す
る

が
、
今
後
の
地
方
財
政
は
一
層
の
消
費

税
頼
み
の
方
向
を
村
が
認
め
る
こ
と
に

な
り
容
認
で
き
な
い
。

　

　

光
風
会

恵
利　

い
つ 

議
員

　

子
育
て
世
代
へ
の
応
援
体
制
充
実
な

ど
期
待
す
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
評
価
で

き
る
予
算
編
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
多

く
の
住
民
か
ら
疑
問
や
反
対
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
交
流
館
建
設
計
画
、
そ

の
設
計
料
７
４
０
０
万
円
を
計
上
し
た

ま
ま
の
予
算
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

　

　

無
会
派

大
名
美
恵
子 

議
員

　

反
対
す
る
点
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
関
連
の
歳
入
歳
出
、
避
難
計
画
の
未

策
定
、
実
効
性
未
確
認
の
ま
ま
原
子
力

防
災
関
連
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
作
成
費
用

が
計
上
さ
れ
て
い
る
点
ほ
か
6
項
目
。

留
意
す
べ
き
点
は
、
除
染
土
壌
等
保
管

施
設
設
計
委
託
ほ
か
2
点
。

　

　

公
明
党

植
木　

伸
寿 

議
員

　

本
予
算
は
、
東
海
村
第
五
次
総
合
計

画
に
基
づ
き
各
種
施
策
が
推
進
さ
れ

る
。
村
で
は
、
今
後
の
村
税
収
入
の
減

な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
目
標
達
成
に

向
け
着
実
な
環
境
整
備
に
力
点
を
置
い

た
予
算
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価

し
、
賛
成
す
る
。

　

　

新
政
と
う
か
い

寺
門　

定
範 

議
員

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
等
の
「
子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
」

の
実
現
、
原
子
力
人
材
の
育
成
・
確
保
、

商
工
業
者
向
け
支
援
制
度
の
充
実
、
シ

テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
等
、

本
村
の
将
来
を
見
据
え
た
予
算
で
あ
る

と
評
価
す
る
。

議
案
第
９
号

東
海
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

議
案
第
21
号

平
成
29
年
度
東
海
村
一
般
会
計

予
算

議
案
第
８
号

東
海
村
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

修
正
動
議　

議
案
第
21
号

平
成
29
年
度
東
海
村
一
般
会
計

予
算
に
対
す
る
修
正
案

３
月
定
例
会

賛成

賛成

賛成

反対

反対

反対

反対 反対

論

討

【

】

討
論
と
は
…
自
分
の
意
見
（
賛
成
ま
た
は
反
対
）
を
表
明
し
、
そ
の
意
見
に
反
対
す
る
者
や
、
賛
否
の
意
思
を
決
め
て
い

な
い
者
を
、自
分
の
意
見
に
賛
同
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。
詳
細
は
豆
知
識
参
照（
裏
表
紙
）
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光
風
会　
　
　江

田　

五
六 

議
員

　

住
民
の
意
見
を
聴
き
、
住
民
の
合
意

を
得
る
と
い
う
段
階
を
経
る
べ
き
。
住

民
の
声
に
耳
を
傾
け
政
策
に
反
映
し
て

い
く
こ
と
は
、
議
員
そ
し
て
予
算
執
行

者
と
し
て
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
り
、
最
大
の
責
務
で
あ
る
。

　

豊
創
会　
　
　阿

部　

功
志 

議
員

　

修
正
案
と
実
質
的
に
は
同
じ
内
容
で

あ
る
。
こ
の
付
帯
決
議
の
提
出
を
前
提

と
し
て
、
一
般
会
計
に
は
会
派
と
し
て

賛
成
し
た
。

　

　

無
会
派

大
名
美
恵
子 

議
員

　

運
営
主
体
が
Ｈ
30
年
度
に
茨
城
県
に

移
行
。
更
な
る
税
率
引
き
上
げ
、
徴
収

強
化
、
医
療
費
の
抑
制
・
削
減
等
迫
ら

　

　

無
会
派

大
名
美
恵
子 

議
員

　

Ｈ
29
年
度
は
、
基
礎
控
除
後
の
総
所

得
金
額
が
58
万
円
以
下
の
場
合
、
所
得

割
額
の
軽
減
が
5
割
か
ら
2
割
へ
と
改

悪
ほ
か
、
年
々
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
廃

止
の
方
向
。
生
き
が
い
と
安
心
が
得
ら

れ
る
老
後
の
保
障
こ
そ
重
要
。

　

　

無
会
派

大
名
美
恵
子 

議
員

　
「
医
療
と
介
護
の
一
体
改
革
」
で
、

病
院
か
ら
の
追
い
出
し
、
そ
の
受
け
皿

と
な
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
、「
給
付
費
削
減
」
の
促
進
、

住
民
同
士
の
「
互
助
サ
ー
ビ
ス
」
へ
の

移
行
は
反
対
。

議
案
第
22
号

平
成
29
年
度
東
海
村
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
23
号

平
成
29
年
度
東
海
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

議
案
第
24
号

平
成
29
年
度
東
海
村
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算

付
帯
決
議
案　

第
１
号

３
月
定
例
会

各議員の賛否（議案・請願で賛否の分かれたもの）
新政とうかい 光風会 豊創会 公明党 無会派

結果
鈴
木　
　

曻

飛
田　

静
幸

村
上　

邦
男

舛
井　

文
夫

大
内　

則
夫

越
智　

辰
哉

河
野　

健
一

武
部　

愼
一

吉
田　

充
宏

寺
門　

定
範

笹
嶋　

士
郎

新
垣
麻
依
子

江
田　

五
六

恵
利　

い
つ

村
上　
　

孝

阿
部　

功
志

岡
崎　
　

悟

植
木　

伸
寿

大
名
美
恵
子

清
宮　

寿
子

議案第　２号 ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
議案第　８号 ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決
議案第　９号 ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
議案第２１号
（修正動議） × × × 議長 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × 否決

議案第２１号 ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
議案第２２号 ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決
議案第２３号 ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
議案第２４号 ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
議案第３１号 ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
○…賛成　　　×…反対

賛成賛成反対

反対反対

議 案 名 と 要 旨
議案第　２号 議案第　８号
東海村個人情報保護条例の一部を改正する条例 東海村職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
　個人情報の保護に関する法律等の改正に伴う条例の
改正

　月単位で支給している特殊勤務手当を従事した日数に応
じた支給へ改正する条例

議案第　９号 修正動議　議案第２１号
東海村税条例等の一部を改正する条例 平成29年度東海村一般会計予算に対する修正案
地方税及び地方交付税法の改正に伴い、住宅ローン減
税措置期限の延長などを改正する条例

　議案第 21 号の一部を修正する動議

議案第２１号 議案第２２号
平成29年度東海村一般会計予算 平成29年度東海村国民健康保険事業特別会計予算
　平成29年度一般会計予算 　平成 29 年度国民健康保険事業の特別会計予算
議案第２３号 議案第２４号
平成29年度東海村後期高齢者医療特別会計予算 平成29年度東海村介護保険事業特別会計予算
　平成 29 年度後期高齢者医療特別会計予算 　平成 29 年度介護保険事業の特別会計予算
議案第３１号
平成29年度東海村病院事業特別会計予算
　平成 29 年度病院事業の特別会計予算

れ
る
。
財
源
不
足
の
根
本
原
因
は
、
国

庫
負
担
の
大
幅
削
減
。
一
般
会
計
繰
入

れ
も
増
や
す
べ
き
。
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大内　則夫　議員（会派：新政とうかい）
１ 29 年度村長説明要旨
２ 行財政改革と財源確保
３ JAEA の中長期計画
４ 建設工事の発注の平準化
５ これからの高齢者福祉（2025 年問題）の取組み
６ いばらき国体とスポーツ振興
７ 公共施設管理計画と施設の運営や経営システム
８ まち（商工業者）の活性化と自治会補助金の使途
９ 不登校、引きこもり、いじめ
10 原子力災害時における広域避難計画
11 村長選挙

江田　五六　議員（会派：光風会）
１ 2017 年度国家予算案と村の予算編成に対する基本的

な考え方
２ 公民館活動
３ 農業公社
４ 国際交流事業
５ 東海病院の予算と診療
６ 健康村づくり
７ 公共施設等総合管理計画と管理体制
８ 学童クラブ
９ 子どもの教育環境
10 歴史と未来の交流館

岡崎　悟　議員（会派：公明党）
１ 28 年度最重点施策「子育てにやさしいまち」
２ 28 年度最重点施策「健康寿命を延ばすための健康づ

くり」
３ 東海版ネウボラ
４ 東海村奨学金制度
５ 病児・病後児保育
６ 幼児教育の無償化を目指す取り組み
７ プレミアム付商品券の発行
８ 本村の砂埃対策
９ ロタウイルスワクチンの接種

村上　孝　議員（会派：豊創会）
１ 地方創生事業と本村の地域活性化
２ 地産地消としての本村の農業の在り方
３ 災害に強いまちづくりの在り方
４ 健康増進に伴う事業化
５ 本村教育の現状と次世代を担う教育の在り方
６ 本村の行政課題とまちづくり

＜代表質問＞ ＜一般質問＞
恵利　いつ　議員
１ 情報の公開に基づく村民を交えた討論の場の設置
２ サイクル研究所内の廃棄物の管理問題等
３ 地方公務員の減少と非正規職員の増加に伴う問題点と

公務員の在り方
４ 公共施設等総合管理計画を踏まえて
　 （仮）歴史と未来の交流館建設をどう考えるか

飛田　静幸　議員
１ 東海村消防団の役割と今後の展望
２ 高齢化に伴う集積所へのごみ出し
３ 村のスカシユリの普及

阿部　功志　議員
１ 東海村に避難している福島原発事故の被災者に対する支援
２ 緊急時における防災無線の活用
３ 東海再処理施設でのガラス固化作業の杜撰な実態
４ 小中学校の教員の勤務状況や中学校の部活動指導の問題

武部　愼一　議員
１ 現地保管されている汚染除去土壌の今後の処置
２ 公共施設設備、会議室等の有効活用
３ 東海村のイノベーション
４ 教職員や生徒、親等への社会教育や家庭教育

新垣　麻依子　議員
１ 介護予防の充実
２ 公共施設のバリアフリー・ユニバーサルデザイン
３ 健康増進の取り組み
４ プレミアムフライデー

清宮　寿子　議員
１ 「人財の掘り起こし」とは
２ 歴史と未来の交流館建設に対し、住民の理解を得るには
３ 広域避難計画の検証

植木　伸寿　議員
１ 住民自治の向上を図る取り組み
２ 高齢ドライバーの交通事故防止への取り組み
３ 住宅密集地域等に対する火災防止の取り組み
４ 空き家活用に向けた取り組み

大名　美恵子　議員
１ 政治姿勢
２ 安全協定の見直しの進捗状況
３ 茨城県租税債権管理機構
４ 後期高齢者医療制度の新年度からの見直し
５ 集落座談会等を力に農業推進策がどう図られるか
６ 小中学校の教頭先生の勤務実態

問質般表 一代

※太字の質問を掲載。
※議会ホームページでもご覧いただけます。

・
　一般質問とは、村長や教育長に対して議員が質問を行い、新たな施策の提案や意見を述べ、時には是正を
求め、村政をより良い方向へ導くものです。それに対し代表質問とは、会派を代表して行う質問のことで、
東海村では３月定例会のみにおいて行われ、施政方針や教育行政方針に対する質問をします。代表・一般質
問ともに再質問、再々質問まで許されています。

村政を問う！
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問
質
表
代

議
員　

毎
年
の
よ
う
に
、

忙
し
い
年
末
や
年
度
末
に

道
路
工
事
等
が
行
わ
れ
て

い
る
。
年
度
初
め
か
ら
発

注
し
、
時
期
の
平
準
化
が

で
き
な
い
か
。

建
設
農
政
部
長　
年
度
初

め
に
工
事
が
減
り
、
年
度

末
に
工
期
が
集
中
す
る
傾

向
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

年
度
内
の
偏
り
を
解
消

し
、
年
間
を
通
し
た
工
事

量
が
平
準
化
す
る
こ
と

は
、
工
事
の
品
質
確
保
や

技
術
者
の
育
成
、
担
い
手

確
保
に
役
立
つ
も
の
で
あ

る
た
め
、
関
係
各
課
と
調

整
し
早
期
執
行
に
努
め
て

い
く
。

議
員　

現
在
で
も
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機

者
が
１
０
８
人
も
い
る
。

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
に
な
る
、
２
０
２
５

年
に
は
更
に

増
加
す
る
と

思
わ
れ
る
。

ま
た
、
医
療

従
事
者
や
介

護
の
人
材
も

不
足
す
る
と

言
わ
れ
て
い

る
。
村
は
対

応
を
ど
う
考

え
て
い
る
の

か
。

福
祉
部
長　

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
は
利
用
ニ
ー
ズ

が
高
く
、
入
所
希
望
者

が
上
昇
傾
向
で
推
移
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を

進
め
て
い
く
。
病
院
に
つ

い
て
は
、
必
要
と
さ
れ
る

ベ
ッ
ド
数
は
足
り
る
と
考

え
て
い
る
。
在
宅
医
療
需

要
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
時
に
比
較
し
て
１
・

３
倍
に
増
加
す
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
医
療
・
介

護
の
連
携
推
進
や
地
域
で

の
共
助
の
取
組
み
等
を
推

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
東

海
村
の
行
政
運
営
に
お
い

て
、「
ス
ポ
ー
ツ
」
が
「
な

い
が
し
ろ
」
に
さ
れ
て
き

た
感
が
否
め
な
い
。
今
般

の
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画

の
狙
い
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
次
長　

第
５
次
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
で

も
、「
生
涯
学
習
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
す
る
」

と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま

た
、
と
う
か
い
教
育
プ

ラ
ン
２
０
２
０
に
お
い

て
は
、
具
体

的
な
施
策
と

し
て
、
住
民

主
導
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
充
実
や

久
慈
川
河
川

敷
運
動
場
の

計
画
的
な
整

備
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興

の
具
体
的
な

取
り
組
み
を

位
置
付
け
て

進
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
医
療
・
介
護
従
事
者

の
養
成
や
確
保
、
そ
の
定

着
に
つ
い
て
県
と
連
携
し

積
極
的
に
協
力
や
支
援
に

努
め
る
。

議
員　

心
身
の
健
康
増
進

や
住
民
の
交
流
、
さ
ら
に

は
青
少
年
の
健
全
育
成
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
は
多
面
的

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ス

ポ
ー
ツ
は
健
康
づ
く
り
や

地
域
の
活
性
化
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
繋

が
る
も
の
で
あ
る
。
総
合

計
画
や
教
育
プ
ラ
ン
に
位

置
づ
け
た
施
策
の
方
向
性

を
具
現
化
し
、
住
民
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
応
え
て
い
く

た
め
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に

特
化
し
た
明
確
な
柱
立
て

の
も
と
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
た
め
、
個
別
の
計
画
を

策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

新政とうかい　大内　則夫　議員

問

答

工事の発注を
　平準化できないか

早期執行に努める

問
　
特
養
や
特
老
難
民
を

ど
う
す
る
の
か

答
　
必
要
な
施
設
整
備
を

検
討
す
る

問
　
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画

の
狙
い
は

答
　
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ

て
い
き
た
い

医療の中心　村立東海病院

人工芝に張り替えたホッケー場
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議
員　

歴
史
と
未
来
の
交

流
館
建
設
に
対
す
る
疑

問
・
反
対
の
声
が
、
村
政

懇
談
会
・
議
会
報
告
会
な

ど
で
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
納
税
者
の
声
を
ど
の

よ
う
に
取
り
上
げ
、
反
映

し
て
い
く
考
え
か
伺
う
。

教
育
次
長　
近
い
う
ち
に

住
民
説
明
会
を
行
う
。
そ

こ
で
、
意
見
・
要
望
を
伺

い
、
今
後
の
設
計
や
活
動

の
参
考
に
し
た
い
。

議
員　

基
本
設
計
が
決

定
し
て
い
な
い
。
住
民

の
意
見
要
望
を
聞
く
前

に
建
設
費
12
億
円
あ
り

き
の
実
施
設
計
委
託
料

（
７
４
０
０
万
円
）
の
予

算
計
上
は
、
理
解
で
き
な

い
。
計
上
し
た
理
由
を
伺

う
。

教
育
次
長　
基
本
設
計
は

概
ね
完
成
に
近
い
状
態
。

実
施
設
計
に
着
手
す
る
こ

ろ
に
は
基
本
設
計
は
既
に

完
了
し
て
い
る
の
で
、
円

滑
に
事
務
を
進
め
る
た

め
、
予
算
計
上
を
し
た
。

議
員　

現
在
の
計
画
は
将

来
を
見
据
え
な
い
規
模
で

の
建
設
で
あ
り
反
対
。
山

積
す
る
課
題
を
解
決
し
、

村
民
の
生
活
が
保
障
で

き
、
孫
子
の
代
に
ツ
ケ
を

残
さ
な
い
範
囲
で
の
規
模

が
望
ま
し
い
。
以
下
の
３

点
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。

①
住
民
（
納
税
者
）
の
意

見
や
要
望
を
十
分
に
反
映

す
る
必
要
が
あ
る
。

②
超
高
齢
化
社

会
、
世
界
に
類
を

見
な
い
人
口
減
少

社
会
を
見
据
え
た

上
で
、
本
村
に
相

応
し
い
規
模
と
す

べ
き
で
あ
る
。

③
Ａ
Ｉ
社
会
に
お

け
る
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
は
、

各
コ
ミ
セ
ン
・
ア

イ
ヴ
ィ
ル
等
の
活

用
に
よ
る
地
域
密

着
型
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が

必
要
で
あ
る
。

問
質
表
代

光風会　江田　五六　議員

問

答

将来を見据えない
　交流館建設はNo

住民に説明し、粛
しゅく

々
しゅく

と進める

社会保障給付費の推移

税収入の約７割を占める固定資産税の推移

行政として何も対応しなかった場合、急激

な人口減少、超高齢化による社会保障費の

増加、そして税収入の70％を占める固定

資産税が10年後に40％減少見込み

（H27年３月予算決算委員会資料より作成）

我が国の人口は長期的には急減

グラフから考える東海村の将来

 

単位：千円 

 

総務省 HP より転載 

 

厚生労働省 HP より転載 

厚生労働省HPより転載

総務省HPより転載
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議
員　

昨
年
の
７
月
25

日
、
東
海
村
公
明
党
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行

を
求
め
る
要
望
書
を
村
長

に
提
出
し
、
29
年
度
新
規

予
算
で
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
公
室
長　

平
成
27

年
度
と
同
じ
く
額
面

１
万
２
千
円
の
商
品
券
を

１
万
冊
、
全
て
プ
レ
ミ
ア

ム
率
20
％
で
発
行
す
る
予

定
。
商
品
券
の
発
行
事
業

は
、
一
定
の
消
費
喚
起
が

期
待
で
き
る
。
ま
た
、
こ

の
発
行
を
地
域
経
済
の
カ

ン
フ
ル
剤
に
留
ま
ら
せ
る

こ
と
な
く
、
各
商
店
の
魅

力
度
向
上
に
繋
が
る
よ
う

支
援
を
す
る
。
販
売
に
あ

た
っ
て
は
、
前
回
の
発
行

を
踏
ま
え
、
近
隣
自
治
体

の
実
績
や
事
例
を
参
考

に
、
商
工
会
と
検
討
し
、

購
入
希
望
者
の
負
担
が
軽

減
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

議
員　

大
盛
況
を
期
待
し

て
い
る
。

施
す
る
。
母
子
へ
の
心
身

の
ケ
ア
と
今
後
の
育
児
に

役
立
つ
指
導
を
基
本
と
す

る
が
、
助
産
院
に
お
い
て

は
、
よ
り
丁
寧
な
乳
房

マ
ッ
サ
ー
ジ
が
受
け
ら
れ

る
な
ど
、
一
部
サ
ー
ビ
ス

が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
利

用
料
金
は
、
費
用
の
２
割

負
担
を
原
則
に
、
助
産
院

と
医
療
機
関
で
は
基
本
料

金
が
異
な
る
。
宿
泊
型
、

通
所
型
の
い
ず
れ
も
５
日

以
内
の
利
用
を
限
度
と
す

る
。
た
だ
し
、
延
長
利
用

の
必
要
が
あ
る
と
認
め
た

場
合
、
最
大
７
日
間
を
限

度
に
利
用
で
き
る
。
産
婦

に
寄
り
添
っ
た
産
後
ケ
ア

を
実
施
す
る
。

議
員　

具
体
的
な
金
額

は
。

福
祉
部
長　

具
体
的
な
金

額
は
、
宿
泊
型
利
用
で
助

産
院
の
場
合
、
１
泊
２
日

で
１
万
４
千
円
、
２
日
目

以
降
は
１
日
８
千
円
の
加

算
、
医
療
機
関
の
場
合
は

１
泊
２
日
で
１
万
１
千

議
員　

平
成
27
年
の
代
表

質
問
で
、
様
々
な
理
由

で
、
家
族
等
か
ら
家
事
や

育
児
の
支
援
が
受
け
ら
れ

な
い
母
親
の
産
後
の
不
安

や
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
取
り
組
み
で
、
助
産
施

設
や
産
科
医
療
機
関
で
の

宿
泊
や
日
帰
り
に
よ
る
、

母
子
の
ケ
ア
や
授
乳
指
導

等
に
よ
る
切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
の
実
施
を
求

め
た
。そ
の
後
の
進
捗
は
。

福
祉
部
長　

29
年
度
か

ら
、
助
産
施
設
と
産
科
医

療
機
関
の
協
力
で
、
産
後

マ
マ
あ
ん
し
ん
ケ
ア
事
業

と
し
て
、
村
内
の
「
と
べ

助
産
院
」、
ひ
た
ち
な
か

市
の
「
ひ
た
ち
な
か
総

合
病
院
」「
ひ
た
ち
な
か

母
と
子
の
病
院
」「
加
瀬

病
院
」「
は
や
か
わ
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
で
、
産
後
の
母

子
を
ケ
ア
す
る
事
業
を
実

円
、
２
日
目
以
降
は
１
日

５
千
円
の
加
算
が
さ
れ

る
。
ま
た
通
所
型
利
用
の

場
合
は
、
助
産
院
で
１
日

６
千
円
、
医
療
機
関
で
１

日
４
千
円
加
算
さ
れ
る
。

議
員　

産
後
の
母
子
に

は
、
こ
の
事
業
を
利
用
し

て
、
ゆ
っ
く
り
心
と
体
を

休
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
質
表
代

公明党　岡崎　悟　議員

問

答

プレミアム付商品券の
　発行を要望

１万２千円分を１万冊発行

問
　
産
後
ケ
ア
事
業
の
進

捗
は

答
　
村
内
助
産
院
と
近
隣

医
療
機
関
で
実
施

地域の活性化を

子育て支援が充実します
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議
員　

現
在
、
多
く
の
原

子
力
発
電
所
は
、
稼
働
年

数
が
運
転
期
間
40
年
の
制

限
に
近
づ
い
て
お
り
、
高

経
年
化
に
よ
る
廃
炉
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。
国
内

外
か
ら
人
材
を
集
め
、
廃

炉
に
関
す
る
人
材
育
成
と

確
保
が
必
要
で
は
な
い

か
。

村
長
公
室
長　
廃
炉
に
関

し
て
は
、
国
等
に
お
い
て

様
々
な
研
究
開
発
・
人
材

育
成
等
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
村
で
は
、
研
究
者
の

人
材
育
成
だ
け
で
は
な

く
、
現
場
の
技
術
者
の
人

材
育
成
と
確
保
も
必
要
と

考
え
る
。
そ
の
た
め
、
原

子
力
人
材
育
成
・
確
保
協

議
会
の
活
動
を
支
援
し
、

優
秀
な
技
術
者
が
育
つ
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

学
習
指
導
要
領
の

改
定
で
は
「
生
き
る
力
を

育
む
を
基
本
に
、
よ
り
よ

い
社
会
を
つ
く
る
と
い
う

理
念
を
学
校
と
社
会
が
共

有
す
る
」
と
あ
る
が
本
村

で
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

教
育
長　
社
会
の
一
員
と

し
て
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
人
や
も
の
と
の
つ
な

が
り
の
中
で
学

び
、
ま
た
子
ど

も
た
ち
の
元
気

が
地
域
社
会
の

活
力
を
生
む
。

そ
の
よ
う
な
教

育
活
動
が
重
要

で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
地

域
と
の
つ
な
が

り
を
意
識
し
た

教
育
活
動
が
求

め
ら
れ
て
い

る
。

議
員　

県
の
都
市
計
画

線
、
通
称
「
北
線
」
は
図

面
の
み
の
計
画
線
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
い
つ
整
備

さ
れ
る
の
か
期
待
が
持
て

な
い
状
況
で
あ
る
。
道
路

網
の
整
備
に
よ
り
、
本
村

の
物
流
と
人
的
交
流
が
格

段
に
活
発
化
す
る
と
期
待

す
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

議
員　

幼
児
教
育
の
重
要

性
を
以
前
か
ら
訴
え
て
き

た
が
、
石
神
、
舟
石
川
、

須
和
間
幼
稚
園
を
再
編
整

備
計
画
の
検
討
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
部
長　
民
間
事
業
者

の
意
向
に
配
慮
し
な
が

ら
、
官
民
の
役
割
を
共
通

認
識
し
、
公
立
保
育
所
、

幼
稚
園
再
編
整
備
計
画
の

具
体
案
を
検
討
し
て
い

る
。
石
神
幼
稚
園
の
整
備

に
つ
い
て
も
、
当
該
計
画

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

村
長　
「
北
線
」
の
延
長

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
活

性
化
に
お
い
て
も
限
り
な

く
大
き
な
効
果
を
も
た
ら

す
も
の
と
考
え
る
。
引
き

続
き
要
望
活
動
を
続
け
て

い
く
。

問
質
表
代

豊創会　村上　孝　議員

問

答

原子力人材育成と
	 確保の見通しは

技術者の育成・確保に取り組む

問
　
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
の
教
育

答
　
地
域
社
会
活
力
を
生

む
教
育
を
目
指
す

問
　
北
線（
照
沼
笠
松
線
）

の
現
状

答
　
引
き
続
き
要
望
し
て

い
く

道路網の更なる整備を

幼稚園の再編整備を望む
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議
員　

村
内
で
は
、
原
子

力
問
題
は
オ
ー
プ
ン
に
語

り
に
く
い
と
い
う
壁
が
あ

る
。
村
は
十
分
な
情
報
を

提
供
し
た
う
え
で
、
住
民

が
率
直
に
意
見
を
言
え
る

場
を
つ
く
る
こ
と
が
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
で

は
な
い
か
。

村
民
生
活
部
長
　
冷
静
な

議
論
の
場
づ
く
り
は
非
常

に
難
し
い
。
ま
ず
議
員
の

意
見
を
聞
く
と
共
に
、
今

後
ど
の
よ
う
な
方
法
が
良

い
か
考
え
て
い
く
。

議
員　

原
発
再
稼
働
是
非

は
村
の
将
来
に
大
き
く
関

わ
る
問
題
で
あ
り
、
住
民

を
分
断
し
か
ね
な
い
問

題
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
部

の
人
で
決
定
す
る
こ
と
で

は
な
い
。
声
な
き
声
を
含

め
、
最
も
民
意
が
反
映
さ

れ
る
の
が
住
民
投
票
と
考

え
る
。

村
長
　
合
併
問
題
の
よ
う

な
も
の
は
住
民
投
票
に

合
っ
て
い
る
と
考
え
る

が
、
原
子
力
問
題
が
そ
こ

ま
で
の
テ
ー
マ
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
住
民
が
考

え
る
こ
と
。
住
民
は
自
治

基
本
条
例
に
の
っ
と
り
請

求
で
き
る
。
何
と
か
議
論

の
場
は
作
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。
し
ば
ら
く
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
。

議
員　

30
キ
ロ
圏
内
に

96
万
人
い
る
。
山
田
村
長

は
東
海
村
の
村
長
だ
が
、

村
民
に
対
す
る
責
任
だ
け

に
と
ど
ま
ら
な
い
。

議
員　

消
防
団
の
活
動
中

の
公
務
災
害
に
対
す
る
補

償
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

村
民
生
活
部
長　

消
防
団

員
の
公
務
上
の
災
害
に
生

じ
た
負
傷
等
の
治
療
に
係

る
療
養
補
償
、
給
与
等
の

収
入
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
の
休
業
補
償
、
一
定
の

障
が
い
が
残
っ
た
際
の
障

害
補
償
等
を
行
っ
て
い

る
。

議
員　

消
防
団
の
活
動
中

の
安
全
を
守
る
た
め
の
機

能
性
の
高
い
防
火
服
や
消

防
団
車
両
・
車
庫
を
含
め

各
消
防
団
の
装
備
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

村
民
生
活
部
長　

消
防
団

員
の
機
能
性
向
上
や
夜
間

活
動
時
等
の
視
認
性
向
上

の
た
め
、
消
防
庁
の
基
準

に
対
応
し
た
活
動
服
の
採

用
を
検
討
し
て
い
る
。
車

庫
に
つ
い
て
は
手
狭
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

計
画
的
な
再
整
備
に
向
け

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

議
員　

女
性
消
防
団
の
発

足
に
向
け
て
動
い
て
い
る

と
伺
っ
て
い
る
が
、
定
数

や
活
動
内
容
等
含
め
進
捗

状
況
を
伺
う
。

村
民
生
活
部
長
　
女
性
消

防
団
を
消
防
団
本
部
付
と

し
10
名
程
度
を
、
主
に
災

害
に
至
る
前
の
予
防
啓
発

活
動
に
従
事
す
る
こ
と
を

想
定
し
た
結
成
方
針
を
検

討
し
て
い
る
。

問
質
般
一

新政とうかい　飛田　静幸　議員

光風会　恵利　いつ　議員

問

問

答

答

原発再稼働の
　是非は住民投票で

東海村消防団の今後の展望は

村長が行うというものではない

女性消防団の設置に向けて検討中

年始に行われる出初式

自治基本条例はまちづくりの
基本原則
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議
員　

放
送
の
基
準
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
緊
急

事
態
の
放
送
は
誰
が
判
断

し
て
、
誰
が
放
送
す
る
の

か
。

村
民
生
活
部
長
　
運
用
規

程
等
に
基
づ
く
。
原
子
力

緊
急
事
態
の
時
は
災
害
対

策
本
部
な
ど
の
決
定
で
村

の
職
員
が
放
送
す
る
ほ

か
、
被
害
が
な
か
っ
た
時

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
情
報
を
発
信
す

る
。
防
災
無
線
の
ニ
ー
ズ

は
高
く
、
と
く
に
高
齢
者

に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

対
策
本
部
の
招
集

は
時
間
が
か
か
る
。
事
故

の
時
、
初
期
の
情
報
は
確

実
に
早
く
伝
達
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
事
業
者

ま
か
せ
で
な
い
合
理
的
な

方
法
の
再
検
討
を
。

議
員　

本
村
の
中
学
校
教

員
の
超
過
勤
務
は
月
平
均

90
時
間
で
過
労
死
直
前
の

実
態
。
健
康
が
心
配
、
生

徒
へ
の
教
育
効
果
も
疑

問
。具
体
的
な
改
善
案
は
。

教
育
長
　
現
在
、
先
生
方

の
勤
務
実
態
調
査
を
集
計

中
。
結
果
を
も
と
に
、
部

活
動
指
導
を
は
じ
め
改
善

策
を
学
校
と
話
し
合
う
。

議
員　

教
育
環
境
の
改
善

策
の
一
つ
、
各
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
、
そ
の
後

の
調
査
は
。

教
育
次
長
　
設
置
の
可
否

を
引
き
続
き
検
証
す
る
。

議
員　

今
後
、
人
口
の
減

少
や
税
金
、
補
助
金
、
交

付
金
等
の
縮
減
が
想
定
さ

れ
る
。
自
ら
の
総
合
管
理

計
画
を
構
築
す
る
た
め
に

は
公
共
施
設
、
会
議
室
等

の
空
き
時
間
を
有
効
活
用

し
、
収
益
性
の
あ
る
公
共

施
設
等
に
つ
い
て
は
、
使

用
さ
れ
て
い
な
い
時
間
帯

を
民
間
に
貸
し
出
す
な
ど

の
積
極
的
な
施
設
運
用
を

行
う
こ
と
が
必
要
な
時
期

で
は
な
い
か
。
既
に
市
役

所
に
コ
ン
ビ
ニ
、
コ
ミ
セ

ン
に
郵
便
局
な
ど
を
誘
致

し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の

問
題
は
あ
る
が
、
で
き
な

い
と
決
め
つ
け
ず
に
、
で

き
る
こ
と
を
考
え
る
経
営

姿
勢
が
必
要
で
は
な
い

か
。

総
務
部
長
　
有
効
活
用
が

可
能
な
す
べ
て
の
公
共
施

設
を
対
象
に
村
民
の
利
便

性
を
考
慮
し
た
上
で
、
先

進
事
例
を
参
考
に
空
き
時

間
の
有
効
活
用
、
維
持
管

理
に
要
す
る
使
用
料
収
入

等
の
現
状
分
析
等
を
行
い

柔
軟
な
検
討
を
進
め
る
。

村
長
　
公
共
施
設
の
運
用

管
理
に
つ
い
て
は
指
摘
の

通
り
で
き
な
い
こ
と
を
並

べ
て
い
く
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
柔
軟

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

や
は
り
、
村
民
の
利
便
性

を
確
保
し
た
上
で
今
後
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問
質
般
一

新政とうかい　武部　愼一　議員

豊創会　阿部　功志　議員

問

問

答

答

防災無線は
　原発事故のとき有効か

公共施設等の
　有効活用について

運用規程に基づき実施する

村民利便性を確保し前向きに検討

問
　
小
中
学
校
の
先
生
の

過
酷
な
勤
務
実
態

答
　
勤
務
実
態
調
査
を
集

計
中

公共施設の有効活用を進める地方自治体
（秦野市HPより抜粋：西庁舎にコンビニ）

防災無線の更なる活用を
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議
員　

村
内
の
公
共
施
設

は
、
一
定
の
基
準
で
整
備

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
る
。
し
か

し
、
最
近
は
電
動
車
い
す

な
ど
を
使
用
し
て
い
る
方

も
少
な
く
な
く
、
基
準
を

満
た
し
て
い
る
多
目
的
ト

イ
レ
な
ど
で
も
利
用
し
に

く
い
と
い
う
声
を
多
く
聞

く
。
公
共
施
設
は
様
々
な

方
が
集
ま
る
場
所
で
あ

り
、
様
々
な
方
が
気
兼
ね

な
く
訪
れ
る
こ
と
が
出
来

る
施
設
に
す
る
べ
き
で
あ

る
。
公
共
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
化
に
つ
い
て
の

考
え
、
ま
た
、
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
農
政
部
長
　
平
成
29

年
策
定
を
予
定
し
て
い
る

公
共
建
築
物
長
寿
命
化
計

画
の
中
で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
を
位

置
づ
け
、
改
修
を
計
画
的

に
実
施
し
て
い
く
考
え
。

施
設
整
備
を
行
う
際
は
、

条
例
及
び
法
律
等
を
遵
守

す
る
と
共
に
、
障
が
い
の

あ
る
方
や
高
齢
の
方
に
配

慮
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

考
え
方
を
加
え
た
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
思

想
を
取
り
入
れ
、
す
べ
て

の
人
が
安
全
か
つ
快
適
に

利
用
で
き
る
環
境
整
備
に

取
り
組
み
た
い
。

議
員　

館
長
・
学
芸
員
の

選
任
等
、
運
営
主
体
の
検

討
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
次
長
　
専
門
性
が
多

岐
に
渡
る
の
で
基
本
方
針

を
基
に
見
極
め
て
い
く
。

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
は
、
新
事
業
「
と
う

か
い
ま
る
ご
と
博
物
館
事

業
」等
を
実
施
し
、サ
ポ
ー

タ
ー
の
発
掘
や
育
成
を
進

め
て
い
く
。

議
員　

話
題
性
の
あ
る
運

営
を
継
続
す
る
た
め
に
計

画
時
か
ら
館
長
・
学
芸
員

を
選
任
す
る
べ
き
。

教
育
次
長
　
多
様
な
専
門

家
の
方
々
と
関
わ
る
中
で

人
選
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

充
実
し
た
展
示
内

容
を
企
画
す
る
た
め
に
交

流
館
の
法
的
位
置
付
け

は
。

教
育
次
長
　
博
物
館
法
に

基
づ
く
登
録
博
物
館
を
目

指
す
。

議
員　

税
収
減
が
予
測
さ

れ
る
な
か
、
財
政
的
裏
付

け
は
。

教
育
次
長
　
12
月
議
会
で

建
設
基
金
の
設
置
が
議
決

さ
れ
た
。

議
員　

年
間
維
持
管
理
費

の
見
込
額
は
。

教
育
次
長
　
来
年
度
実
施

設
計
で
具
体
的
な
試
算
を

し
て
い
く
。

議
員　

今
後
、
歳
入
不
足

予
測
を
見
据
え
、
見
込
み

額
を
提
示
し
、
建
設
の
理

念
・
総
工
費
と
財
源
裏

付
・
運
営
体
制
・
維
持
管

理
費
等
総
合
的
に
村
民
に

説
明
し
理
解
を
得
る
必
要

が
あ
る
。

問
質
般
一

無会派　清宮　寿子　議員

新政とうかい　新垣　麻依子　議員

問

問

答

答

誰もが利用しやすい公共施設に

交流館の運営体制と財源は

計画的に実施していく

館長・学芸員を配置へ

村内から発掘された埋蔵品

トイレも利用しやすく
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議
員　

住
民
自
治
に
向
け

た
人
材
の
掘
り
起
こ
し
や

育
成
等
に
つ
い
て
考
え
を

伺
う
。

村
長
　
地
区
の
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
と
な
る
人
材
の
堀
り

起
こ
し
に
向
け
、
地
域
に

関
心
を
抱
い
て
も
ら
う
人

を
広
げ
る
た
め
、
村
と
し

て
も
関
わ
り
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

議
員　

先
日
、
農
業
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
先
進

地
の
具
体
的
事
例
が
示
さ

れ
て
い
た
。
よ
り
具
体
的

に
自
治
の
向
上
を
ど
う
考

え
て
い
く
の
か
伺
う
。

村
長　

地
域
で
抱
え
て
い

る
多
岐
に
わ
た
る
問
題

は
、
や
は
り
地
域
間
で
な

い
と
解
決
し
な
い
と
考
え

る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
。
東
海
村

に
あ
っ
た
地
域
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
。

議
員　

よ
り
良
い
自
治
活

動
を
推
進
す
る
た
め
の
道

具
と
し
て
、「
東
海
村
自

治
基
本
条
例
」
や
「
協
働

の
指
針
」
な
ど
原
点
を
常

に
確
認
す
る
こ
と
も
大
切

と
考
え
る
。
現
場
で
よ
り

一
層
活
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
提
案
と
し
た
い
。

議
員　

2
月
8
日
の
議
員

研
修
会
時
の
挨
拶
中
、

「
村
民
は
比
較
的
豊
か
で

苦
労
し
て
い
な
い
。
困
っ

て
い
な
い
た
め
村
一
体
で

の
街
づ
く
り
が
足
り
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
私
は
地

域
経
済
の
活
性
化
と
し
て

商
工
会
や
観
光
協
会
と
の

連
携
を
強
め
て
き
た
」
と

述
べ
ら
れ
た
事
は
、
村
民

生
活
支
援
は
必
要
な
い
が

業
者
支
援
は
必
要
と
聞
こ

え
た
。
中
小
業
者
支
援
は

重
要
な
行
政
課
題
だ
が
、

原
発
を
動
か
す
こ
と
に
頼

る
経
済
施
策
で
は
福
島
原

発
事
故
に
学
ん
だ
と
は
言

え
な
い
。
真
意
は
何
か
。

村
長
　
村
民

の
所
得
水
準

が
比
較
的
高

位
に
示
さ
れ

た
資
料
を
見

た
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
熱

心
な
の
は
生

活
が
安
定
し

て
い
る
か
ら
。
し
か
し
困

っ
て
い
る
人
も
い
る
の

で
、
一
人
一
人
の
生
活
支

援
に
も
気
を
配
っ
て
い

く
。
最
近
は
子
育
て
支
援

に
力
を
入
れ
、
認
知
症
の

予
防
事
業
も
行
っ
て
い

る
。
一
方
で
地
域
経
済
の

活
性
化
も
大
切
。
原
子
力

だ
け
に
依
存
し
な
い
商
工

業
者
支
援
に
つ
い
て
追
求

し
、
施
策
を
推
進
し
て
き

た
と
い
う
意
味
。

議
員　

住
民
の
声
を
よ
く

聞
き
、
生
活
支
援
も
十
分

行
う
こ
と
が
重
要
。

問
質
般
一

無会派　大名　美恵子　議員

公明党　植木　伸寿　議員

問

問

答

答

住民自治のさらなる向上は

村民が豊かで
　苦労していないとは

広く地域への関心を抱いてもらう

所得は高位、ボランティアも熱心

未来を担う学生たち

ボランティア活動の拠点



15

　議員定数及び報酬のあり方について、幅広
く調査・検討するため、平成28年9月に設置
し、これまで４回の委員会を開催した。
　委員会においては、近隣自治体等の議員定
数や報酬額について調査を行った。今後は、
住民・団体等との意見交換を5月末より行っ
ていく予定である。

　日本原子力発電（株）東海発電所の廃止措置等で発
生する ※Ｌ３廃棄物埋設に伴う新増設計画の審査を目
的に、平成28年３月１日に設置した。
　委員会では、４月25日に埋設予定地の現地視察を
行うと共に、11月14日にはＬ３廃棄物埋設に係る有
識者より意見聴取を行った。
　また、日本原子力発電（株）より適宜、計画（変更点等）
について説明を受けている状況である。今後も、国や
茨城県の動向も注視しながら審査を継続していく。
※Ｌ３廃棄物埋設
　日本原子力発電（株）東海発電所の廃止措置等に伴う放射性
廃棄物のうち、放射能レベルの極めて低いものの埋設のこと。

　村では、東海村への愛着を高め、若い世代に居住地として選ばれるまちを目指し、「シティープロモー
ション」の取り組みを推進しており、先進地である神奈川県横須賀市（１月31日）に調査視察を行った。
　横須賀市では、人口減少が全国ワースト２位を記録し、将来への危機感を抱いたことから平成20年と
いう早い段階から、定住化促進の取り組みに着手。当初
は、住宅取得助成など直接的な支援を行ったものの、費
用対効果の点が課題があると総括。その後、人口動態の
詳細分析や住民アンケートの結果等から「まちの魅力を
発信する」というシティープロモーションへと移行した
とのことであった。
　本村のシティープロモーションはまだ始まったばかり
の施策だが、こうした一連の取り組みが若者の定住化促
進及びまちの活性化につながることを期待したいと考え
る。

委 員 会 レ ポ ー ト

原子力問題調査特別委員会 議員定数及び報酬に関する
調査特別委員会

魅力あるまちを目指して総務委員会

L ３廃棄物埋設予定地の現地視察 第１回委員会の様子



※日程は変更になる場合があります。
※役場議会棟２階の議会事務局窓口で住所・氏名等を記載するだけで、どなたでも傍聴できます。
　（受付は30分前から）

期　日 時　間 内　容

6月  1日（木） 午前10時～ 開　会

6月  9日（金） 午前10時～ 一般質問

6月12日（月） 午前10時～ 一般質問

6月13日（火） 午前10時～ 一般質問

この議会だよりは再生紙を使用しています。

期　日 時　間 内　容

6月14日（水） 午前  9時～ 予算決算委員会

6月15日（木） 午前10時～ 予算決算委員会

6月20日（火） 午前10時～ 議案審議

６月定例会日程（予定）
村内各コミセン

総合福祉センター「絆」
でライブ配信中

イ
モ
ゾ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
学
ぼ
う

議
会
の
豆
知
識
④

「討論」ってなに？
　議題になっている議案や請願などに対して、議員個人の

賛成・反対の意見を表することにより、反対や賛成の意思

を決めていない議員を賛同させることが目的です。そのた

め、簡単な「賛成」「反対」だけの意思表示ではなく、理由

を明確に述べながら賛否を議論するもので

す。討論の回数は一人一回が原則で反復討

　論は許されません。また、討論の順序は

　　原則に従い反対、賛成を交互に行います。

編
　
集
　
後
　
記

　

今
年
の
入
学
式
は
、
例
年
よ
り
桜
の
開

花
が
遅
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
満
開
で
し

た
。
桜
を
見
て
い
る
だ
け
で
テ
ン
シ
ョ
ン

が
上
が
っ
て
し
ま
う
の
は
日
本
人
だ
け
で

し
ょ
う
か
。

　

報
告
の
と
お
り
、
３
月
定
例
会
で
平

成
29
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
東
海
村
第
５
次
総
合
計
画
」
後
期
基
本

計
画
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」

に
基
づ
く
総
合
戦
略
を
進
め
る
た
め
、
最

重
点
施
策
を
５
点
掲
げ
、
よ
り
優
先
的
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
議
会
で

し
っ
か
り
確
認
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
提

案
を
行
い
ま
す
。
議
会
の
状
況
が
村
民
の

皆
さ
ま
に
伝
わ
る
よ
う
、
本
誌
の
中
身
と

記
載
方
法
な
ど
に
改
善
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。

（
吉
田　

充
宏
）
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